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授業改善で学力向上を！全国学力・学習状況調査

からのメッセージ

令和６年度千葉県学力向上通信
特別号

授業では、課題の解決に向けて､自分で考え、自分から
取り組んで
いましたか

自分には、よいところがあると
思いますか

学校質問
授業では、課題の解決に向けて､自分で考え、自分から
取り組むことが
できていると
思いますか

（数値は全て千葉県の結果）

の視点からの授業改善

小学校
84.5％

中学校
84.9％

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、
自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたり
することができて
いますか

学習指導において、児童〔生徒〕が、それぞれのよさを
生かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、
異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように
学習課題や活動を
工夫しましたか

小学校
84.9％

中学校
85.4％

小学校
93.8％

中学校
94.9％

中学校
80.3％

小学校
81.7％

中学校
83.2％

小学校
83.7％

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると
思いますか

中学校
90.1％

小学校
88.5％

普段の生活の中で、幸せな気持ちに
なることはどれくらいありますか

中学校
89.0％

小学校
91.0％

将来の夢や目標を持っていますか

中学校
65.4％

小学校
83.3％
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【主体的・対話的で深い学び】
×【各教科の正答率】

■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない

■よく行った　■どちらかといえば、行った　■あまり行わなかった　■全く行わなかった■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない
■行っていない

　「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」
と回答した学校の児童生徒は、教科に関する調査の平均正答率が
高くなる傾向にあります。

【主体的・対話的で深い学び】
×【各教科の正答率】

　「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に
気付いたりすることができている」と回答した児童生徒は、教科に
関する調査の平均正答率が高くなる傾向にあります。

【主体的・対話的で深い学び／個別最適な
　学び・協働的な学び】×【各教科の正答率】
　「他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、
協力し合ったりできるように学習課題や活動を工夫している」と
回答した学校の児童生徒は、教科に関する調査の平均正答率が
高くなる傾向にあります。
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■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない

■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない
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　「自分には、よいところがあると思う」と回答した児童生徒は、教
科に関する調査の平均正答率が高くなる傾向にあります。

【自己有用感】×【各教科の正答率】
　「先生は、よいところを認めてくれていると思う」と回答した
児童生徒は、教科に関する調査の平均正答率が高くなる傾向に
あります。
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■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない

【幸福感】×【各教科の正答率】
　「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがある」と回答
した児童生徒は、教科に関する調査の平均正答率が高くなる傾向
にあります。
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■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない

【将来の夢・目標】（経年変化）
　「将来の夢や目標を持っている」と回答した生徒の割合が、年々
減少傾向にあります。
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自分の言葉で学習のまとめを書く ＩＣＴの活用状況

実践モデルプログラムを意識した授業

※千葉県教育振興基本計画では「よく行った」の割合が１００％に到達する
ことを目標としています。

本動画では、「学校におけるＩＣＴを活用した学習場面」の協働学習に焦点をあてて解説されています。

子供たちも「その時間のめあて（課題等）」を意識
学習課題に対する考察としてのまとめ
根拠を明確に（継続的な指導と評価が必要）

●教師モデルの提示
●ＩＣＴ機器（１人１台端末）を活用し、
　他者の考えを共有・参考等

授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、
自分の考えをまとめる活動を行っていましたか

授業において、児童〔生徒〕自ら学級やグループで課題を
設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、
表現するなどの
学習活動を取り
入れましたか

小学校
88.4％

中学校
85.7％

中学校
73.8％

小学校
78.1％

授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などに
なっていましたか

学習指導において、児童〔生徒〕一人一人に応じて、
学習課題や活動を工夫しましたか

小学校
91.2％

中学校
85.4％

中学校
79.7％

小学校
82.5％

記述力は

アウトプットすることで、学んだことをまとめる▶「自分の言葉で学習のまとめを書く」「発表の工夫」等

千葉県の課題

書くことが苦手な
児童生徒への支援 「ＩＣＴの活用」については（次ページ）

【全国学力・学習状況調査（学校質問調査より）】

児童生徒の協働的な学びにおけるＩＣＴ活用（独立行政法人教職員支援機構）

児童生徒質問 学校質問 児童生徒質問 学校質問
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【学びを生かして、まとめる活動】
×【各教科の正答率】

■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない

　「自分の考えをまとめる活動を行っている」と回答した児童生徒は、
教科に関する調査の平均正答率が高くなる傾向にあります。
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【個別最適な学び】×【各教科の正答率】

■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない

　「自分にあった教え方、教材、学習時間などになっている」と回答した
児童生徒は、教科に関する調査の平均正答率が高くなる傾向にあります。
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自分で調べる場面

自分の考えをまとめ、発表・表現する場面

教職員と児童生徒がやりとりする場面

児童生徒同士がやりとりする場面

自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面
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自分の言葉で学習のまとめを書く ＩＣＴの活用状況

実践モデルプログラムを意識した授業

※千葉県教育振興基本計画では「よく行った」の割合が１００％に到達する
ことを目標としています。

本動画では、「学校におけるＩＣＴを活用した学習場面」の協働学習に焦点をあてて解説されています。

子供たちも「その時間のめあて（課題等）」を意識
学習課題に対する考察としてのまとめ
根拠を明確に（継続的な指導と評価が必要）

●教師モデルの提示
●ＩＣＴ機器（１人１台端末）を活用し、
　他者の考えを共有・参考等

授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、
自分の考えをまとめる活動を行っていましたか

授業において、児童〔生徒〕自ら学級やグループで課題を
設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、
表現するなどの
学習活動を取り
入れましたか
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88.4％

中学校
85.7％
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73.8％
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78.1％

授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などに
なっていましたか

学習指導において、児童〔生徒〕一人一人に応じて、
学習課題や活動を工夫しましたか
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79.7％
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記述力は

アウトプットすることで、学んだことをまとめる▶「自分の言葉で学習のまとめを書く」「発表の工夫」等

千葉県の課題

書くことが苦手な
児童生徒への支援 「ＩＣＴの活用」については（次ページ）

【全国学力・学習状況調査（学校質問調査より）】

児童生徒の協働的な学びにおけるＩＣＴ活用（独立行政法人教職員支援機構）

児童生徒質問 学校質問 児童生徒質問 学校質問
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【学びを生かして、まとめる活動】
×【各教科の正答率】

■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない

　「自分の考えをまとめる活動を行っている」と回答した児童生徒は、
教科に関する調査の平均正答率が高くなる傾向にあります。
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【個別最適な学び】×【各教科の正答率】

■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない

　「自分にあった教え方、教材、学習時間などになっている」と回答した
児童生徒は、教科に関する調査の平均正答率が高くなる傾向にあります。
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自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面

2 3

https://youtu.be/QtWF6rg9veo
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全国学力・学習状況調査では、学習指導要領に基づき、
「子供たちに求められる学力」に関する問題が出題されています。

各教科の課題が見られた設問から
手がかりをつかもう

授業実践アイディア例
（千葉県）

小学校・国語

小学校・算数

中学校・国語

中学校・数学

　トラック２台で運ぶことができる重さが700kgであることを基に、
トラック16台で運ぶことができる重さの求め方を考え、説明する活動が
考えられる。 
　その際、かける数を８倍にすると積も８倍になるという計算に関して
成り立つ性質を活用していることを、図や式を用いて場面と関連付けて
理解できるようにすることが大切である。さらに、答えの求め方について、
筋道を立てて説明できるようにすることも大切である。

令和6年度 大問１

令和6年度 大問２

令和6年度大問２

令和6年度大問３

計算に関して成り立つ性質を活用して、
計算を工夫できるようにするには
本設問を用いた指導の工夫

　音声言語だけでは聞き手が理解しにくかったり、誤解を招き
そうだったりする場合などに資料を使いながら話すことや、
聞き手の興味・関心や情報量などを予想し、どのような資料を
用意すればよいかを考える場面を設定することが大切である。 
　実際に交流する場面では、話し手は、聞き手のうなずきや
表情などの反応にも目を向け、適切な時間や機会を判断し
表現することのよさに気付かせていくことが大切である。

資料を活用するなどして、自分の考えが
伝わるように表現を工夫するには

　文章を書く目的や意図に応じて伝えたいことを明確にし、客観的な事実
を取り上げることで考えをより深めていくことができるようにすることが
大切である。 
　文章全体に一貫性があるかを確かめたり、文末表現に注目して、事実と
考えを適切に区別しているか、事実と考えを混同して書いていないかを
確かめたりする場面を設定することも大切である。

事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫するには

　球の形をしたボールがぴったり入る立方体の形をした紙の箱の
体積を調べる活動が考えられる。その際、立方体を真上や真横から
観察するなどして、球はどこから見ても同じ円であることや、その円の
直径の長さは球の直径の長さと等しく、立方体の一辺の長さと等しい
ことを理解できるようにすることが大切である。

図形を構成する要素を見いだし、それらを活用して
体積を求めることができるようにするには
本設問を用いた指導の工夫

等式の性質などに基づき、等式を変形できるようにするには

　6𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥を 𝑦𝑦 について解くことは、 𝑦𝑦𝑦= □ の形に変形することであると確認する場面を設定することが考えられる。
その上で、左辺の 6𝑥𝑥𝑥を右辺に移項することや 𝑦𝑦 の係数である 2 で両辺を割ることが、等式の性質を根拠にしていることを確認
することが大切である。その際、 －3𝑥𝑥𝑥+ 1 と解答しているものを取り上げ、 2𝑦𝑦𝑦= －6𝑥𝑥𝑥+1 を 𝑦𝑦𝑦= □ の形に変形するときに
は、－6𝑥𝑥𝑥÷ 2 + 1 ÷ 2 と計算する必要があることを確認する場面を設定することも考えられる。

本設問を用いた指導の工夫

指導の工夫指導の工夫

指導の工夫

指導の工夫

　話し合いにおけるいずれの段階においても、話題
を意識しながらその経過を捉えて話したり聞いたり
することができるように指導することが大切である。
また、話し合いの展開に応じて、互いの発言を結び
付け、話し合った内容を踏まえて自分の考えをまと
められるように指導することも大切である。

話題や展開を捉えながら話し合い、発言を
結び付けて自分の考えをまとめるには

　日常生活や社会の事象を題材とした問題などを取り上げ、問題を解決するために計画を立て、必要な
データを収集して分析し、データの分布の傾向を捉え、その結果を基に批判的に考察し判断するという
一連の活動を充実させる。

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的な表現を
用いて説明するできるようにするには

　パンフレットや雑誌の記事、ウェブサイトに
示されている文章など、実生活の中にある
ものを教材として取り上げ、文脈を踏まえた
上で図表などがもつ役割について考える
学習活動が考えられる。その際、図表などが
文章中にある場合とない場合とを比較し、
図表などが示されていることによって何が
どのように分かりやすくなるのかを説明し合う
ことで、筆者が図表などを用いた意図を考える
ように指導することが有効である。 

文章と図表などを結び付けて
内容の理解に生かすには

調査問題はこちらから確認しましょう
https://www.nier.go.jp/24chousa/24chousa.htm

令和6年度大問２

令和6年度大問1

令和6年度大問７

全国学力・学習状況
調査活用の手引き

（総セ）
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等式 6𝑥𝑥 𝑥𝑥 𝑥𝑥𝑥𝑥 𝑥𝑥 𝑥𝑥 𝑥 𝑥を、 𝑦𝑦𝑦 について解きなさい。�
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全国学力・学習状況調査から 見えた
　　　　　　　　課題への改善の方策

1. 学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の取組
　 ①主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
　 ②個別最適な学び・協働的な学び
　 ③カリキュラム・マネジメント
2. ＩＣＴを活用した学習状況等
3. 学習に対する興味・関心や授業の理解度
4. 教科の指導方法や授業について
5. 児童生徒の挑戦心・自己有用感・幸福感等に関する状況
6. 学校外での過ごし方（勉強時間、テレビゲーム等の時間）

【授業改善】

【ＩＣＴの活用】

【家庭との連携】

【小中連携】

　定期的な教科会議を
通して、協働的な学び
の具体的場面設定に
ついて計画、実行し、
評価、改善を図るPDCA
サイクルを確立する。

（印西市立印旛中学校）

　家庭学習の内容や進め方
のポイントを、学校と家庭と
で共有する。

（印西市立印旛中学校）

　家庭学習の習慣化及び時間を
伸ばすために教師の指導に加え、
専門委員会等を通じて生徒主体
の取組も並行して行う。

（一宮町立一宮中学校）

　小学校と連携を図り、情報交換を定期的に行う
ことで生徒理解に努め、学びの継続性を大切にする。

（長南町立長南中学校）

【「書く」力を高める指導方法の改善】
　朝の会の１分間スピーチで、条件を付けて
時間内に話をさせたり、連絡帳に日記を
書かせたりする活動を継続的に行う。

（長生村立一松小学校）

　国語や社会科、総合的な学習の
時間など、教科等横断的に様々な
資料に触れる機会を設定する。

（松戸市立上本郷第二小学校）

【基礎基本の定着について】
　タブレットを使用したドリルタイムの
実施と結果のデータ化による弱点の
克服を図る。

（九十九里町立九十九里中学校）

　授業の始めや終わりにミニテストの
時間を設け、基礎・基本事項の習熟を
図る。

（佐倉市立寺崎小学校）

　授業の進め方や学習規律に関する
教師の振り返りを毎月実施する。

（浦安市立浦安小学校）

　算数の学習を日常生活でも活用できるようにする
ために、問題の素材や提示の場面・方法等を、児童の
身近なものにしたり、どのような場面で使えるかを考え
たりさせる。 　　　　　  （松戸市立上本郷第二小学校）

　ICT活用について、県学習指導課から発行され
ている「GIGAスクール通信」等を全職員で共有
し、研鑽を積む。　　　　 （館山市立北条小学校）

　ICT情報化推進リーダーを中心に、授業で使える効果的なタブレット
活用法を伝えるミニ講座などを実施していく。（木更津市立畑沢小学校）

県内の学校から
GIGAスクール通信

家庭学習のすすめ

ＩＣＴを活用した「思考し、
表現する力」を高める
実践モデルプログラム

活用事例集

全国学力・学習状況調査の
質問調査では、
右記の内容について
聞かれています。
自校の実態を把握することで
授業改善・学習環境の
改善につながります。
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児童生徒質問

児童生徒質問
COMPASS
授業改善で学力向上を！全国学力・学習状況調査

からのメッセージ

令和６年度千葉県学力向上通信
特別号

授業では、課題の解決に向けて､自分で考え、自分から
取り組んで
いましたか

自分には、よいところがあると
思いますか

学校質問
授業では、課題の解決に向けて､自分で考え、自分から
取り組むことが
できていると
思いますか

（数値は全て千葉県の結果）

の視点からの授業改善

小学校
84.5％

中学校
84.9％

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、
自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたり
することができて
いますか

学習指導において、児童〔生徒〕が、それぞれのよさを
生かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、
異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように
学習課題や活動を
工夫しましたか

小学校
84.9％

中学校
85.4％

小学校
93.8％

中学校
94.9％

中学校
80.3％

小学校
81.7％

中学校
83.2％

小学校
83.7％

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると
思いますか

中学校
90.1％

小学校
88.5％

普段の生活の中で、幸せな気持ちに
なることはどれくらいありますか

中学校
89.0％

小学校
91.0％

将来の夢や目標を持っていますか

中学校
65.4％

小学校
83.3％

い学び
主
体的・
対
話的で
深

自己有用感

夢・挑戦心

幸福感
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【主体的・対話的で深い学び】
×【各教科の正答率】

■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない

■よく行った　■どちらかといえば、行った　■あまり行わなかった　■全く行わなかった■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない
■行っていない

　「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」
と回答した学校の児童生徒は、教科に関する調査の平均正答率が
高くなる傾向にあります。

【主体的・対話的で深い学び】
×【各教科の正答率】

　「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に
気付いたりすることができている」と回答した児童生徒は、教科に
関する調査の平均正答率が高くなる傾向にあります。

【主体的・対話的で深い学び／個別最適な
　学び・協働的な学び】×【各教科の正答率】
　「他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、
協力し合ったりできるように学習課題や活動を工夫している」と
回答した学校の児童生徒は、教科に関する調査の平均正答率が
高くなる傾向にあります。
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■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない

■当てはまる　■どちらかといえば、当てはまる　■どちらかといえば、当てはまらない　■当てはまらない
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　「自分には、よいところがあると思う」と回答した児童生徒は、教
科に関する調査の平均正答率が高くなる傾向にあります。

【自己有用感】×【各教科の正答率】
　「先生は、よいところを認めてくれていると思う」と回答した
児童生徒は、教科に関する調査の平均正答率が高くなる傾向に
あります。
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【幸福感】×【各教科の正答率】
　「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがある」と回答
した児童生徒は、教科に関する調査の平均正答率が高くなる傾向
にあります。
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【将来の夢・目標】（経年変化）
　「将来の夢や目標を持っている」と回答した生徒の割合が、年々
減少傾向にあります。
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